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国土交通省所管公共事業の再評価実施要領 
 
第４ 再評価の実施及び結果等の公表及び関係資料の保存 
  １ 再評価の実施手続き 
   （４）河川事業、ダム事業については、河川法に基づき、学識経験者等から構成される委員会等で 
      の審議を経て、河川整備計画の策定・変更を行った場合には、再評価の手続きが行われたも 
      のとして位置付けるものとする。また、独立行政法人等施行事業においても、河川整備計画の 
      策定・変更の手続きの実施主体は地方支分部局等又は地方公共団体とする。 

河川及びダム事業の再評価実施要領細目 
 
第６ 事業評価監視委員会 
    実施要領第４の１(4)又は第６の６の規定に基づいて審議が行われた場合には、その結果を事業 
    評価監視委員会に報告するものとする。 

再評価の実施要領及び実施要領細目に基づき、 
事業評価監視委員会へ報告を行うものです 

流域委員会と事業評価監視委員会との関係について 
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１ 

＜前回評価＞ 
平成26年10月 宮川直轄河川改修事業 
 第４回事業評価監視委員会（審議） 
・宮川水系河川整備基本方針に基づく
概ね30年間の主な整備内容の再評価 

平成27年11月16日 宮川水系河川整備計画(策定) 
  ・三重河川流域委員会による審議（平成27年11月16日） 
  ・関係知事の意見聴取（平成27年9月29日） 

＜今回報告＞ 
平成27年12月 第3回事業評価監視委員会（報告） 
・当面の目標(概ね30年間)に対する河川改修事業及び総合水系環境
整備事業の再評価 

１．前回評価時以降の経緯 

＜前回評価＞ 
平成24年10月 宮川総合水系環境整備事業 
 第３回事業評価監視委員会（審議） 
・当面の整備内容の再評価 



２．河川整備計画策定の経緯 

２ 

 河川整備計画の策定にあたっては、各段階で住民・学識経験者に必要な情報提供、意見聴取を図りま
した。また、関係行政機関との協議を経て河川整備計画を策定しました。 

関
係
機
関
連
絡
調
整
・
協
議
（
関
係
省
庁
） 

ふれあい懇談会 
【関係住民の意見を反映 
 させるために必要な措置】 
<河川法第16条の2第4項> 
ふれあい懇談会のほか、縦覧、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ 
ｺﾒﾝﾄ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)などで意見を伺いました 

 
 

【河川に関し学識経験を 
 有する者の意見聴取】 
<河川法第16条の2第3項> 

三重河川流域委員会 

行政会議 【関係知事の 
   意見聴取】 
<河川法第16条の 
   2第5項> 
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整備計画 
 
 
 

（現状と課題の整理） 

整備計画 

たたき台 
原案 

整備計画 

案 
策
定 

河
川
整
備
計
画
（
大
臣
管
理
区
間
） 

整理 
反映 

整理 
反映 

第1回 H21.7.25 
第2回 H27.6.26 

第 5回 H21.9.28 第10回 H26.8.  6 
第 6回 H22.7.20 第11回 H27.3.19 
第 7回 H25.1.17 第12回 H27.7.14 
          第14回 H27.11.16 

第1回 H21.6.16 
第2回 H21.9.16 
第3回 H27.7. 2 

H27.11.16 
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３．流域の概要 

流域図 

伊
勢
湾 

愛知県 

三重県 

宮川流域 

岐阜県 

大台ヶ原 

◇宮川は三重県の南部に位置し、その源を三重県多気郡大台町と奈良県吉野郡上北山村の県境に位置する日出ヶ      

岳（標高 1,695m）に発し、大内山川等の支川を合わせて伊勢平野に出て、河口付近で大湊川を分派し、その後、伊

勢湾に注ぐ、幹川流路延長 91km、 流域面積920km2の一級河川です。また、支川五十鈴川は、五十鈴川派川を分

派し、河口付近で支川の勢田川・大湊川を合わせ、伊勢湾に注いでいます。   

◇宮川の平均年降水量は源流域や上流域では約2,500mm～3,000mm以上、中流域から下流域で約2,000mm～ 

2,500mmと多く、特に日本屈指の多雨地帯である大台ヶ原を持つ源流域は、古くから全国有数の多雨地帯として知

られています。  

◇下流部には、年間平均約800万人（昨年過去最大約1420万人）が訪れる伊勢神宮を抱えています。 

ひでがだけ 

おおみなとがわ おおうちやまがわ 

みやがわ たきぐん おおだいちょう よしのぐん かみきたやまむら 

いすずがわ いすずがわはせん 

せたがわ 

おおだいがはら 

項目 諸元 

幹川流路延長 91km 

流域面積 920km2 

流域関連市 １市５町 

流域内人口 約14万人 

凡例

流域界

県境界

想定氾濫区域

基準地点

主要地点

ダム･堰堤

３ 



３．流域の概要 

  主要洪水 

  宮川においては、昭和49年7月の台風8号や昭和57年8月の台風10号により、勢田川がはん濫し、伊勢市の広域で
浸水被害が生じました。 

 近年では平成16年9月の台風21号、平成23年9月台風12号により、伊勢市では床上浸水や路面冠水等の浸水被害
が生じました。 

発生年月 原 因 洪水流量※1 
（岩出地点） 

浸水面積※2 
浸水家屋※2 

床上 床下 全半壊 

昭和13年8月 低気圧に 
よる豪雨 

約8,400m３/s 
（推定） 

宮川下流部の堤防決壊により、城田村、御薗村、宇治山田市において浸水が発生 

昭和34年9月 伊勢湾台風 約4,700m３/s 高潮により海岸堤防が被災し、伊勢市の人家等の被害が激しく、被災者は約9万人 

昭和49年7月 台風8号 約5,200m３/s 3,051 ha 3,224棟 10,924棟 1棟 

昭和57年8月 台風10号 約6,000m３/s 974 ha 453棟 2,059棟 15棟 

平成2年9月 台風19号 約6,500m３/s 0.5 ha － 76棟 － 

平成6年9月 台風26号 約7,300m３/s 104 ha 27棟 72棟 － 

平成16年9月 台風21号 約7,800m３/s 174 ha 184棟 86棟 33棟 

平成23年9月 台風12号 約8,400m3/s 316 ha 108棟 82棟 6棟 

主要洪水一覧 

※１：流量は氾濫がないとした場合の計算値 
※２：浸水面積及び被害の出典「水害統計」   

昭和57年8月洪水 
溢水状況（勢田川右岸5.8k付近） 

昭和49年7月洪水 
浸水状況（伊勢市駅前） 

平成16年9月洪水 
堤内地浸水（宮川右岸7.4k付近） 

平成23年9月洪水 
洪水における浸水状況（大倉川流末） 

大倉川 

主要地方道伊勢南島線 

４ 
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４．宮川水系河川整備計画 

 １）流域の現状 

◇ 近年、宮川流域市町村の人口・世帯数に大きな変

化は見られません。 

◇流域の下流部に広がる伊勢平野には、伊勢自動車

道、一般国道23号、近鉄山田線、JR参宮線等のこ

の地方の根幹をなす交通網の拠点があります。 

◇伊勢神宮をはじめとした歴史的、文化的資産が多く

存在し、今後も観光地として期待されている地域で

す。 

流域市町村の人口と世帯数 

流域市町村 
・伊勢市（旧二見町、旧小俣町、旧御薗村含む） 
・玉城町  ・多気町（旧勢和村含む） 
・度会町 
・大紀町（旧大宮町、旧紀勢町、旧大内山村） 
・大台町（旧宮川村含む） 

伊勢神宮内宮 
（宇治橋） 

出典；国勢調査 

５ 



伊勢市

玉城町

明和町

計画断面堤防

堤防断面不足箇所

凡 例

直轄管理区間

高潮堤防区間

港湾施設(県管理)
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 HWL 8.960m

堤防断面が不足7.0k

４．宮川水系河川整備計画 

 ２）河川改修事業  ２-１）河川改修事業の状況と課題 

◇宮川水系における堤防は、大臣管理区間の約60％で計画断面堤防が整備されているものの、堤防の高さや厚みが

不足する区間が約40％残されています。 
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◇宮川では床上浸水対策特別緊急事業(H18

～H23)により、整備計画流量に対して概ね

H.W.L以下で流下可能ですが、堤防の安全

性が十分に確保できておらず、全体の約

32％の区間で堤防強化が必要です。 

◇勢田川では、整備計画流量が流下した場

合、H.W.Lを超過する区間が存在します。 

４．宮川水系河川整備計画 

 ２）河川改修事業 ２-１）河川改修事業の状況と課題 

勢
田
川 

高さ、断面不足の堤防の存在 

質的な安全性の不足 

地震への対応 

○計画断面堤防の割合は約60％であり、高さや断面不
足の堤防が存在する。 

堤防延長(km) 割合(％) 
計画断面堤防区間 23.0 60％ 
堤防断面不足区間 15.3 40％ 
不必要区間 1.3 ─ 
合計 39.6 100％ 

堤防延長一覧表（平成27年3月末現在） 

○堤防の質的な安全性が確保できていない箇所では、洪水時に浸透や

洗掘が発生する可能性が高いことから、堤防強化が必要である。 

○大湊川においては、今後起こりうる大規模地震

により、堤防及び基礎地盤の液状化による堤防

の変形や沈下が発生する恐れがある。 
○堤防の変形や沈下後、洪水、高潮、津波が発生

した場合に備え、堤防の耐震対策が必要である。 

堤防断面の地質宮川右岸6.6k 

堤防点検結果（平成26年3月末現在） 

点検が必 
要な区間Ａ (km) 

点検済 
区間Ｂ (km) 

必要区間に対
する割合Ｂ／Ａ 

堤防強化が 
必要な区間Ｃ (km) 

点検済区間に対
する割合Ｃ／Ｂ 

点検が必要な区間 
に対する割合Ｃ／Ａ 

21.4 21.4 100% 6.8 32% 32% 

盛土（礫質土） 

礫質土 

宮川堤の整備 

○三重県の名勝に指定さ

れている「宮川堤」は

堤防の断面が不足して

いるため、H16･H23洪
水では漏水が発生して

おり、堤防の安全性が

十分に確保できていない。 
○背後には伊勢市街地を

抱え、被害ポテンシャ

ルが大きいことから、

整備の優先度は高い。 

全国さくら100選にも指定 

右岸5.8k破堤時の浸水想定区域 

堤防整備上の課題 

河道掘削上の課題 
○ 勢田川は市街地を貫流しているため、沿川に家屋が密集してい

る。JR参宮線橋梁周辺は急激に川幅が狭くなっており､上流水
位が堰上げの影響を強く受けている。 

JR参宮線 

JR参宮線（4.6k付近） 
「宮川堤」整備イメージ（2割堤防案） 

地震による堤防の変形・沈下のイメージ図 

地震による堤防の変形・沈下後、洪水、津波により、 
浸水する危険性がある。 

 
  

勢田川 4.6k付近 

○ 整備計画流量を安全に流下させるためには、河道掘削が必要で

ある。特にJR線のネック箇所を解消する必要があるが、橋梁
対策が課題となる。 

▽想定最大津波高   

地震前の堤防 

地震後の堤防 

７ 
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４．宮川水系河川整備計画 

  ２）河川改修事業 ２-２）河川整備の目標に関する事項 

８ 

河川名 地点名 目標流量 
洪水調節施設による
洪水調節量 

河道整備流量（河道の整備
で対応する流量） 

備考 

宮川 岩出 7,800m3/s 500m3/s 7,300m3/s 平成16年（2004）9月洪水規模 

五十鈴川 中村 740m3/s 0m3/s 740m3/s - 

勢田川 神社 230m3/s 0m3/s 230m3/s 昭和57年（1982）8月洪水規模 

河川整備計画において目標とする流量と河道整備流量 

7,800（7,300）

勢田川

五十鈴川

伊
勢
湾

岩出■ 河口●

河口●

23
0（

23
0）

1,060（1,060）
740（740）

8,400（7,600）

中村
● 28

0（
28

0）

神
社

1,060（1,060）

宮川

740（740）

■：基準地点 
●：主要地点 

流量単位：m3/s 

上段：基本高水流量（計画高水流量） 

下段：整備計画目標流量（河道整備流量） 

流量配分図 
◇洪水氾濫等の災害から貴重な生命、財産を守り、地域住

民が安心して暮らせるような社会基盤の整備を図ります。 

◇概ね30年の期間で、宮川は平成16年(2004)9月洪水（戦後

２番目）と同規模の洪水（基準地点岩出：7,800m3/s）に

対して、勢田川は昭和57年(1982)8月洪水（戦後２番

目）と同規模の洪水（基準地点神社：230m3/s）が発生し

た場合においても、家屋浸水被害を防止することを目標

とします。なお、五十鈴川は計画高水流量に相当する河

道断面が確保されており、戦後最大洪水である昭和49年

(1974)7月洪水が流下可能であることから、これを維持

します。 

◇計画規模を上回る洪水や高潮が発生した場合、整備途上

において施設能力以上の洪水や高潮が発生した場合、さ

らに大規模地震による津波とともに、大規模地震直後に

洪水や高潮に見舞われた場合の被害をできるだけ軽減す

るために必要な危機管理対策を実施します。 



４．宮川水系河川整備計画 

  ２）河川改修事業 ２-３）河川整備の実施に関する事項 

 
 

 
 
 
 

 

  

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

河川整備計画では、今後30年間で以下に示す整備メニューを実施します。 

９ 

耐震対策 
（堤防等の耐震対策） 

内水対策 
（排水機場増強） 
（11.5m3/s→19.5m3/s） 

洪水対策 
（堤防整備 
・堤防強化） 

洪水対策 
（堤防整備 
・堤防強化） 

▼河川整備計画での主な整備内容 洪水対策 
（河道掘削・ 
横断工作物の 
改築等） 

堤防整備（腹付け、嵩上げ） 
堤防強化（侵食対策）・低水護岸整備 
堤防強化（侵食対策）・高水護岸整備 
堤防強化（浸透対策） 
河道掘削 
横断工作物の改築等 
内水対策 
堤防等の耐震対策 

凡 例 

堤防の整備イメージ（高さ・断面不足の例） 河道掘削イメージ（勢田の例） 

河川名 目的 整備内容 

宮川 

洪水対策 
堤防整備、堤防強化 
(護岸整備等含む) 

約12㎞ 

内水対策 
排水施設設置 
(今後検討) 

1施設 

勢田川 
洪水対策 

堤防整備 約0.4km 

河道掘削 約8万m3 

横断工作物の改築等 1橋 

内水対策 ポンプ増強 1施設 

大湊川 耐震対策 堤防等の耐震対策 約1.4km 

整備計画前 整備計画後

約６０％ 約８２％

計画断面堤防の割合 

計画堤防断面 計画堤防高 

計画高水位 

高さ・断面不足 

嵩上げ・腹付 河道掘削 

内水対策 
（排水施設設置） 
（今後検討） 



４．宮川水系河川整備計画 

  ２）河川改修事業 ２-３）河川整備の実施に関する事項 

○堤防の整備：河川整備計画の目標流量流下時に家屋等の浸水被害を防止するため、高さや厚みが不足する堤防の整備を実施します。

【宮川・勢田川】 

○堤防強化：堤防の浸透に対する安全性の確保については、浸透に対する詳細点検結果を踏まえ対策を実施する。【宮川】 

○耐震対策：大地震後の二次災害（洪水や津波による浸水被害）の恐れがある箇所について、堤防の耐震対策を実施します。【大湊川】 

○河道掘削：水位低下対策として河道掘削を実施します。【勢田川】 

○横断工作物の改築等：堤防整備と一体となって実施する必要がある橋梁について、改築を実施します。【勢田川】 

○内水対策：家屋浸水被害を防止するため、河道整備により外水位の低下を図るとともに、必要な排水ポンプの整備等を実施します。

【勢田川】 

○危機管理対策：河川防災拠点等の整備、広域防災ネットワークの構築、情報伝達体制の充実、河川情報システムの整備を実施します。 

河道掘削 

計画断面堤防 計画堤防高 

計画高水位 

高さ・断面不足 

嵩上げ・腹付 

液状化が予想される地盤を
改良することで、地震に強
い堤防とする 

洪水、高潮、津波等による被
害の未然防止及び軽減を図
るため、地方自治体などの関
係機関と連携して情報収集、
伝達等を実施するとともに、
地域住民の防災意識の向上
を図る。 

堤防整備イメージ 

堤防強化イメージ（浸透対策） 

河道掘削イメージ（勢田川） 

耐震対策イメージ 

危機管理対策（情報伝達体制の充実） 

わかりやすい防災情報の表示 
（度会橋） 

１０ 



４．宮川水系河川整備計画 

  ２）河川改修事業 ２-４）費用対効果 
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◇河川改修事業に要する総費用(C)は約119億円であり、この事業によりもたらされる総便益(B)は約2727億円となります。これ

をもとに算出される費用対便益比(B/C)は23.0となります。 

・上記のB/Cは、現時点の資産状況や予算状況をもとに算出して
います。 
・今後、社会情勢の変化により、事業費や資産状況が変動する
可能性があります。 

 
 
 
 
・そこで、①事業費、②工期、③資産評価単価を±10％変動させ
た場合のB/Cを算出しました。 

全体事業 

費用対効果B/C  23.0 

総便益 B 2727 億円 

便益 2725 億円 

一般資産便益 969 億円 

農作物便益 4 億円 

公共土木施設便益 1642 億円 

営業停止損失 49 億円 

応急対策費用 60 億円 

残存価値 2 億円 

総費用 C 119 億円 

建設費 100 億円 

維持管理費 19 億円 

費用対効果分析 要因感度分析結果 

総 便 益 ： 評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と治水施設の
完成から50年間までを評価対象期間にして、年平均被害軽減期待額を割引
率を用いて現在価値化したものの総和 

残存価値 ： 将来において施設が有している価値 
総 費 用 ： 評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と治水施設の
完成から50年間までを評価対象期間にして、建設費と維持管理費を割引率
を用いて現在価値化したものの総和 

建 設 費 ： 宮川の治水施設の完成に要する費用 
 

維持管理費 ： 宮川の治水施設の維持管理に要する費用 
割 引 率 ： 「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により

4.0％とする。 
 ※今回評価基準年：平成27年度 
 ※評価対象事業：当面の目標（概ね30年）に対する河川改修事業 
 ※総便益（B）は整備実施による浸水被害軽減額より算出 
 

（B） 
 
 
 
（C） 

全体事業 
B/C 

残事業費 
（+10%～-10%） 20.9 ～ 25.5 

残工期 
（-10%～＋10%） 22.3 ～ 23.8 

資産 
（-10%～＋10%） 20.7 ～ 25.3 



【事業の目的】 
・宮川、勢田川に残されている自然環
境や歴史文化資源を活用し、利用し
やすい河川空間を整備することによ
り、伊勢神宮をはじめとした周辺施
設との連携を図り、地域の魅力の向
上と活力ある都市空間の形成に寄与
することを目的とします。 

【事業の概要】 
■事業区間：宮川・勢田川（三重県） 
■事業期間： 
  平成19年度～平成33年度予定 
■全体事業費：約14.6億円 
■整備内容 
 【整備済み】水辺整備事業１箇所 
 【整備中】 水辺整備事業１箇所 

昼田地区水辺整備事業 
（H26～H33) 

柳の渡し跡 

0k 

5k 

0k 

5k 

10k 

伊勢市 

玉城町 

松井孫右衛門 
人柱堤 

宮川親水公園 

海の駅 
「大湊」 

  国道・高速道路・有料道路 
  主要地方道 
  鉄道（私鉄） 
  鉄道（JR） 
  堤防 
   
 
   

歴史的拠点 

利用拠点 

尾崎咢堂記念館 

伊勢 
街道 

熊野街道 

磯の渡し跡 

宮川堤公園 

外宮 

内宮 

宮川堤 

ラブリバー公園 

伊勢河崎商人館 

月夜見宮 

勢田川舟運 

川の駅 
「河崎」 

上条の渡し跡 

山田奉行所記念館 

海の駅 
「神社」 

宮川桜づつみ 

川の駅 
「二軒茶屋」 

凡 例 

  整備済 

  未整備 

対象事業の実施箇所 

４．宮川水系河川整備計画 

  ３）宮川総合水系環境整備事業 ３-１）総合水系環境事業の目的及び概要 

1２ 

桜の渡し跡 

◎伊勢市役所 

宮川勢田川水辺整備事業 
・勢田川地区 
・御薗地区 
・川端地区 
   （H19～H27） 



 ４．宮川水系河川整備計画 

  ３）宮川総合水系環境整備事業  

  ３-２）昼田地区水辺整備事業に関する事項（整備中箇所：H33完了予定） 

＜背景＞ 
・当該地区は、河川空間管理計画で自然利用ゾーンとして位
置付けられており、自然とのふれあいの場としての利用が
求められています。 
・整備箇所は整備済みの川端地区に隣接しており、河川空間
の連続性によりさらなる利用拡大が考えられます。 
・地元玉城町では、河川を活用した整備を望んでいます。 
＜課題＞ 
・樹木が繁茂し、高水敷を利用できません。また、階段など
がなく、安全に水辺に近づけません。 
＜対策＞ 
・宮川の自然を活かした利用空間の整備を図ります。 
・水辺に安全に近づけるよう、親水護岸の整備を行います。 

【整備内容】 【整備の必要性】  

外宮 
◎ 

度会橋 
宮川堤公園 

JR参宮線 

宮川橋 

昼田地区 

伊勢市役所 

整備箇所 

伊勢市 
玉城町 

10k 

川端地区 

【事業の投資効果】 

水生生物調査（整備予定地） 

  
 

親水護岸、せせらぎ水路、散策路（管理用通
路）、多目的広場、駐車場[玉城町] 

整備後（イメージ） 

散策路(管理用
通路)[国] 

せせらぎ水路[国] 

親水護岸[国] 

多目的広場 
[玉城町] 

駐車場 
[玉城町] 

13 
高水敷でのレクリエーション（イメージ） 

・安全に川に近づけるようになることから、自然を活かした環境教育や自然観察の場と
しての利用の拡大が期待されます。 
・宮川の高水敷を安全・快適に利用できるようになり、スポーツやレクリエーション、
地域住民の憩いの場となることが期待されます。 

10k 

宮川水管橋 

宮川水管橋 

整備前 

工事完了：Ｈ２９予定 



＜背景＞ 
・平成25年の式年遷宮に合わせて、伊勢市では、歴史ある
街並みの散策や既存の観光スポットを活用し、市街地整
備と一体となった水辺整備により、川が都市の賑わいの
中心となるような魅力ある水辺の創出を行ってきました。 
＜課題＞ 
・宮川の高水敷には樹木が繁茂し、隣接する公園施設等と
連続した利用ができませんでした。また、水辺に近づけ
ず、安全な利用が妨げられていました。 
・勢田川の護岸は周辺環境との調和が図られておらず、利
用されにくい状況でした。 
＜対策＞ 
・宮川、勢田川において、広い高水敷の整備や、散策など
利用しやすい水辺空間の整備を実施しました。 

【整備内容】 

 

【整備の必要性】  

③勢田川地区 

①御薗地区 

②川端地区 

整備前 

樹木が繁茂し、河川敷の 
連続した利用ができなかった 

整備前 

樹木が繁茂し、高水敷が利用 
できなかった 

整備前 

周辺環境に配慮されず、利用 
されにくかった 

②川端地区 
外宮 

◎ 伊勢市役所 

伊勢IC 

③勢田川地区 

近鉄鳥羽線 

度会橋 宮川堤公園 

国道42号 

宮川 
大湊川 

勢田川 

国道23号 

JR参宮線 

近鉄山田線 

宮川ラブリバー公園 

①御薗地区 

凡 例 
     実施箇所 

0k 

5k 

0k 

5k 

伊勢市 

玉城町 

宮川橋 

豊浜 
大橋 

宮川親水公園 

周辺環境に配慮した整備 

整備後 

４．宮川水系河川整備計画 

  ３）宮川総合水系環境整備事業  

  ３-３）宮川勢田川水辺整備事業に関する事項①（H27完了箇所） 
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整備後 

樹木を伐採し、通路を整備 

緩やかな堤防 

河川敷の広場 

近づきやすい坂路 整備後 

樹木を伐採して河川敷を整備、
緩やかな堤防と坂路を整備 



・宮川、勢田川で水辺を安全・快適に利用できるようにな

り、伊勢神宮などの周辺観光地と合わせた利用で利用者

が増加しました。 

【事業の投資効果】  ＜利用状況＞ 

H24.7撮影 

キャンドルナイト伊勢（イベント） 
（勢田川地区） 

河川利用者数の変化(河川空間利用実態調査結果による) 

注）利用者数は、春3日、夏2日、秋1日、冬1日(計7日)の調査時における 
  利用者数の合計 

11

179

0
50

100
150
200

H21（取り組み前） H26（取り組み後）

利
用
者
数
（
人
）

（川端地区の河川空間利用者）

川端地区の 
利用者は増加 

1148
2519

0

1000

2000

3000

H21（取り組み前） H26（取り組み後）

利
用
者
数
（
人
） （勢田川地区の散策利用者）

勢田川の散策
利用者は増加 

４．宮川水系河川整備計画 

  ３）宮川総合水系環境整備事業  

  ３-３）宮川勢田川水辺整備事業に関する事項②（H27完了箇所） 
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伊勢神宮奉納花火大会（イベント） 
（川端地区） 



４．宮川水系河川整備計画 

  ３）宮川総合水系環境整備事業 ３-４）費用対効果 

◇総合水系環境整備事業に要する総費用(C)は約19.7億円であり、この事業によりもたらされる総便益(B)は約48.5億円となりま

す。これをもとに算出される費用対便益比(B/C)は2.5となります。 

・上記のB/Cは、現時点の世帯数や予算状況をもとに算

出しています。 

・今後、社会情勢の変化により、事業費や世帯数が変動

する可能性があります。 

・そこで、①事業費、②受益世帯数を±10％変動させた

場合のB/Cを算出しました。 

要因感度分析結果 

全体事業 
B/C 

残事業費 
（+10%～-10%） 2.4 ～ 2.5 

残工期 
（+10%～-10%） 

－ 
（残工期5年未満のため未実施） 

受益世帯数 
（-10%～＋10%） 2.2～ 2.7 
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事項 宮川総合水系環境整備事業 
備考 

地区名 昼田地区水辺整備事業 宮川勢田川水辺整備事業 

計
算
条
件 

評価時点 平成27年度 

整備期間 平成26～29年度 平成19～24年度 

評価対象期間 整備期間+50年間 

受益範囲 
5km 

世帯数：34,363世帯 
5km 

世帯数：57,783世帯 

年便益算定手法 
CVM 
回答数：367票 
有効回答数：270票 

CVM 
回答数：343票 
有効回答数：226票 

支払意思額 199円/世帯/月 255円/世帯/月 

Ｂ/

Ｃ
の
算
出 

総便益（Ｂ） 16.3億円 46.9億円 割引率4%で現在価値化 

年便益 0.8億円/年 1.8億円/年 WTP×世帯数×12ヶ月 

便益 16.3億円 46.5億円 割引率4%で現在価値化 

残存価値 2.8百万円 47百万円 割引率4%で現在価値化 

総費用（Ｃ） 3.9億円 15.8億円 割引率4%で現在価値化 

事業費 3.0億円 14.1億円 
必要額の積上げ 
割引率4%で現在価値化 

維持管理費 0.9億円 1.7億円 
必要額の積上げ 
割引率4%で現在価値化 

Ｂ/Ｃ（事業毎） 4.2 3.0 
 総便益(便益＋残存価値） 

総費用(事業費＋維持管理費） 
Ｂ/Ｃ（水系） 2.5 

  

費用対効果分析 

※B/C（水系）算出のための年便益は、受益範囲が重複しないよう考慮している。 



  ５．県への意見聴取結果 

三重県への意見聴取の結果（河川整備計画を策定する上での意見聴取）は、下記のとおりです。 
 宮川水系河川整備計画(案)への意見はありません。なお、同河川整備計画策定後の河川整備について、下記のとおり要望します。 
１．治水事業の促進について 
 「宮川床上浸水対策特別緊急事業」により、平成23年9月の台風12号をはじめとして、既にその効果が現れています。地域の治水安全度
が向上しており、感謝申し上げます。引き続き、宮川流域の治水安全度の更なる向上のため、効果的かつ効率的な河川整備を実施して頂
きますよう要望します。 
２．コスト縮減について 
 今後も地方財政は厳しいことが予想されることから、計画の実施に際しては十分に調整して頂くとともに、さらなるコスト縮減を要望します。 
３．ソフト対策について 
 ハード対策のほか、水防法改正に伴う浸水想定区域図の見直し等、住民の生命を守るためのソフト対策について、更なる取組みを要望し
ます。 
４．河川環境の保全について 
 宮川流域の豊かな自然環境を保全し、より良い河川環境を実現するため、河川整備と併せて、必要な対策の実施を要望します。 
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  ６．対応方針 

以上のことから、 
宮川水系河川整備計画に基づき、宮川直轄河川改修事業及び宮川総合水系環境整備事業を継続します。 
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